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正三角形シリーズ４２ 

 

 下の図の四角形ＡＢＣＤにおいて，角Ｂの大きさは３０度，角Ｄの大きさは６０度，角ＡＣＢの大きさは

９０度です。三角形ＡＢＣと三角形ＡＣＤの面積の比が１９：５のとき，辺ＡＤとＣＤの長さの比を求めな

さい。ただし，辺ＡＤの長さは辺ＣＤの長さより短いものとします。 
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正三角形シリーズ４２ ２：５ 

 

 図①のように辺ＡＢを二等分する点をＥとします。●印をつけた角の大きさは６０度になるので，三角形

ＡＢＣの面積は直線ＣＥで二等分されます。よって，正三角形ＡＥＣと三角形ＡＣＤの面積の比は， 

（１９÷２）：５＝１９：１０です。 

 ここで，図②のように三角形ＡＣＤと合同な三角形を正三角形ＡＥＣの周りにつけて，正三角形ＤＦＧを

作ります。ＤＦＧの面積は○19 ＋○10 ×３＝○49 なので，４９＝７×７より，１辺の長さを７とおきます。こ

のとき，ＡＤ＋ＣＤ＝７で，ＡＤ×ＣＤ＝１０より，ＡＤ＝２，ＣＤ＝５となります。よって，２：５です。 

 

 

 

 図①                     図② 
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